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新
潟
地
本
は
７
月
23
日
13

時
00
分
よ
り
、
新
潟
地
本
事
務

所
に
お
い
て
、
２
０
１
７
年
度

一
般
会
計
の
会
計
監
査
を
実

施
し
ま
し
た
。 

対
象
の
会
計
期
間
は
２
０

１
７
年
11
月
１
日
よ
り
２
０

１
８
年
４
月
30
日
ま
で
で
す
。  

監
査
の
結
果
、
会
計
規
則
に

準
じ
て
処
理
さ
れ
て
お
り
、
帳

票
類
も
よ
く
整
理
さ
れ
て
い

る
と
し
て
、
指
摘
事
項
は
特
に

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

今
後
も
大
切
な
組
合
費
を

厳
正
に
管
理
・
執
行
し
て
い
き

ま
す
。 

  

上
中
越
支
部
は
６
月
29
日

論
し
意
見
集
約
を
図
っ
て
き

た
実
践
と
教
訓
、
こ
れ
か
ら
も

職
場
か
ら
た
た
か
い
を
創
り

出
し
て
行
く
と
い
う
決
意
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

各
地
本
選
出
の
代
議
員
か

ら
は
、
エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度
の

誠
意
あ
る
運
用
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
や
Ｊ
Ｒ
発
足

30
年
あ
ら
ゆ
る
労
働
条
件
・
労

働
環
境
の
総
点
検
行
動
、
効
率

化
施
策
に
対
す
る
た
た
か
い

な
ど
が
発
言
さ
れ
、
組
織
の
拡

大
に
向
け
て
取
り
組
み
を
創

り
出
し
て
行
く
と
い
う
力
強

い
発
言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。 

労
働
組
合
に
加
入
し
て
い

な
い
社
員
が
過
半
数
を
占
め

る
中
で
、
労
働
者
の
視
点
か
ら

会
社
の
施
策
に
対
す
る
チ
ェ

ッ
ク
機
能
を
果
た
し
、
組
合
員

・
家
族
の
利
益
を
守
る
た
め
に

東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
へ
の
結
集

中
央
本
部
の
佐
藤
執
行
委

員
長
は
挨
拶
の
中
で
、
安
全
問

題
や
組
織
拡
大
等
の
課
題
に

つ
い
て
述
べ
、
第
６
回
定
期
大

会
を
実
践
の
ス
タ
ー
ト
に
し

よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

質
疑
で
は
12

名
の
代
議
員

か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

新
潟
地
本
選
出
の
代
議
員

か
ら
は
、
保
線
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

体
制
の
最
適
化
の
提
案
を
受

け
て
、
労
組
の
枠
を
超
え
て
議

や
計
算
方
法
、
算
出
に
必
要
な

Ｂ
時
間
の
意
味
な
ど
を
再
度

確
認
し
、
実
際
に
計
算
を
行
う

 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
７
月
27
日

に
、
２
０
１
８
年
度
第
１
四
半

期
決
算
を
発
表
し
ま
し
た
。  

 

単
体
決
算
で
は
、
営
業
収

益
、
運
輸
収
入
が
７
期
連
続
の

増
収
と
な
っ
た
う
え
、
第
１
四

半
期
決
算
と
し
て
は
過
去
最

高
と
な
り
ま
し
た
。  

 

一
方
で
部
外
委
託
関
係
の

増
な
ど
物
件
費
の
増
加
や
、
ポ

イ
ン
ト
引
当
金
繰
入
な
ど
に

よ
る
特
別
損
失
の
増
加
に
よ

り
各
利
益
と
も
減
益
と
な
り
、

増
収
減
益
と
な
り
ま
し
た
。 

 

連
結
決
算
も
増
収
減
益
と

な
ど
し
て
み
ま
し
た
。 

こ
の
学
習
会
の
内
容
を
基

に
各
分
会
で
は
、
現
在
の
乗
務

員
行
路
に
当
て
は
め
た
場
合

の
改
正
後
の
支
給
額
を
試
算

し
、
疑
問
点
や
問
題
に
つ
い
て

議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。 

手
当
の
見
直
し
に
よ
る
支

給
額
の
増
減
だ
け
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
手
当
の
根
拠

や
制
度
の
あ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
、
職
場
か
ら
議
論
を
創
り

出
し
て
い
き
ま
す
。 

を
呼
び
か
け
、
た
た
か
い
を
創

り
出
し
て
い
く
こ
と
を
全
体

で
確
認
し
た
大
会
と
な
り
ま

し
た
。 

 

 

新
潟
地
本
は
７
月
５
日
、
運

輸
区
関
係
の
分
会
の
業
務
担

当
者
や
代
表
者
を
中
心
に
集

ま
り
、「
乗
務
員
勤
務
制
度
、
賃

金
制
度
の
改
正
」
に
関
す
る
勉

強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

７
月
３
日
に
本
部
・
本
社
間

で
賃
金
制
度
の
改
正
の
提
案

が
行
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

提
案
内
容
の
組
合
員
へ
の
周

知
と
共
有
化
を
図
り
、
今
後
の

議
論
に
繋
げ
て
行
く
た
め
に

開
催
し
た
も
の
で
す
。 

今
改
正
で
廃
止
の
提
案
が

さ
れ
て
い
る
行
先
地
手
当
や

深
夜
額
（Ａ）
・
（Ｂ）
な
ど
の
条
件

に
、
長
岡
市
与
板
町
の
「
中
川

清
兵
衛
記
念
Ｂ
Ｂ
Ｑ
ビ
ー
ル

園
」
に
て
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
26
名
の
組
合
員
が

参
加
し
、
お
い
し
い
お
肉
と
ビ

ー
ル
を
い
た
だ
き
な
が
ら
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

今
回
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
、
横
の
つ
な
が
り
を

深
め
つ
つ
、
今
後
の
運
動
の
糧

と
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

（
上
中
越
支
部
投
稿
） 

  

 

 

 

 
 

 

東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
は
７
月
14
日
、
東
京
都
「
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ

ウ
ッ
ド
」に
お
い
て
第
６
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

大
会
に
は
２
３
０
名
を
超
え
る
組
合
員
が
結
集
、
新
潟
地

本
か
ら
は
４
名
の
代
議
員
、
22
名
の
傍
聴
者
を
は
じ
め
、

30
名
を
超
え
る
組
合
員
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

 

 

 

ＪＲ東日本第１四半期決算（単体）  

 ● 営業収益   ５，１８７億円 （対前年 １．０％増）  

 ● 営業利益   １，１８９億円 （対前年 １．１％減）  

 ● 経常利益   １，１６７億円 （対前年 ２．５％減）  

 ● 四半期純利益   ８２６億円 （対前年 ４．３％減） 
ＪＲ東日本第１四半期決算（連結）  

 ● 営業収益   ７，２６３億円 （対前年 ２．０％増）  

 ● 営業利益   １，３８６億円 （対前年 ０．１％増）  

 ● 経常利益   １，２４４億円 （対前年 ２．１％減）  

 ● 親会

四半

社株

期（

主に

当期

帰属

）純

する

利益     ７８１億円 （対前年 ９．４％減） 
 

な
っ
た
も
の
の
、
７
期
連
続
の

増
収
に
よ
り
営
業
収
益
が
過

去
最
高
、
営
業
利
益
も
過
去
最

高
と
な
り
ま
し
た
。 

鉄
道
輸
送
量
、
鉄
道
運
輸
収

入
と
も
増
加
、
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
事
業
、
不
動
産
・
ホ
テ
ル
事

業
が
増
収
増
益
と
な
る
な
ど
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
総
力

で
収
入
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
き
た
結
果
が
表
れ
た
決
算

と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

● 申７号 
今冬期に発生した倒木と 
落雪に関する緊急申し入れ 

● 申８号 
信越本線４４４Ｍ 
東光寺～帯織間にて 
雪を抱えて停車した事象 
に対する解明申し入れ 

 

 


